
 

 

 

《中部》良質・安全な小麦の生産に向けて 

～令和７年産小麦の出穂期目揃え会が開催されました～ 

 

 ５月２、７日に花巻市及び北上市内の小麦ほ場５か所で、JA いわて

花巻主催の小麦出穂期目揃え会が開催され、雨天にも関わらず多数の

小麦生産者が参加しました。 

 本会は、赤かび病の適期防除の徹底に向けて、令和６年から新たに

開催しているものです。普及センターからは、管内約 30 地点の小麦の

生育ステージの調査結果とそれに基づく開花予測について説明し、適

期防除には生育ステージの把握が重要であり、ほ場ごとの生育ステー

ジに基づいて、適期防除を徹底するよう呼びかけました。 

 また、JA いわて花巻からは、栽培管理記録簿の記入に係る注意点や

記録の意義についての説明が行われました。 

 目揃え会後は、ほ場で採取した出穂個体を参加者で確認し合い、生

育ステージの目揃えと今後の適期管理に向けての理解増進を図りまし

た。 

参加者からは、自身のほ場における生育ステージの進行状況や、収

量・品質向上に向けた後期追肥等について発言・質問があり、生産者

間の情報交換の場ともなりました。 

 普及センターでは、良質な小麦生産に向けた支援を引き続き行って

いきます。 
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出穂期目揃え会の様子（５／７） 
会場となったほ場における小麦の

出穂の様子（５／７） 
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